






って、 筋層浸潤性尿路上皮癌におけるPPAR-y発現は不明確であり、 今後さらなる検

討が必要であると考える。

尿路上皮癌を検出する日常的で侵襲性が低い方法に尿細胞診が挙げられる。 尿細胞

診は広く普及した手法であるが、 尿路上皮癌の検出感度が低いため、 有益なスクリ ー

ニング方法として確立されていない。 尿細胞診断の精度は、 尿路上皮癌の分化段階と

浸潤の有無に影響される。 尿細胞診では、 核異型および多形性を示さない低異型度尿

路上皮癌をE常な尿路上皮細胞と鑑別することが困難である。 初発尿路上皮癌の約70

～75%は低異型度もしくは高異型度の乳頭状尿路上皮癌であり、 低異型度尿路上皮癌

は尿細胞診で頻繁に遭遇する。 本研究の結果では、 PPAR-y免疫組織化学染色が、 低異

型度尿路上皮癌を含む非筋層浸潤性尿路上皮癌の検出において他マーカーよりも有益

であることを示した。PPAR-y免疫細胞化学染色を補助手法として用いた尿細胞診検査

は、 尿細胞診断の精度を効果的に高める可能性がある。

（結論）

我々は、PPAR-yが尿路上皮組織の悪性化および組織学的増殖様式によって発現が異な

ることを示し、 乳頭状尿路上皮癌細胞の核においてPPAR-y は過剰に発現することを

明らかにした。 加えて、 PPAR-y免疫組織化学染色が、 他マーカーよりも非筋層浸潤性

尿路上皮癌の検出マーカーとして有用であることを示した。 更なる検討が必要と思わ

れるが、 本研究は尿路上皮組織におけるPPAR-y発現の解明に貢献し、 尿路上皮癌検

出マーカーとしての有益性を示すことができたと考える。
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